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注目すべき本 

「福島が沈黙した日-原発事故と甲状腺被ばく」 

榊原崇仁著、集英社新書、2021 年 1 月刊 

紹介者 山田耕作  2021 年 5 月 15 日 

 

はじめに 

本書はただ一つの真実をひたすら追求した新聞記者の執念の報告である。その真実とは
福島原発事故で避難者は重大な被ばくを受けたのか、受けなかったのか。一貫して被曝被
害を否定する国、県、研究機関、IAEA, ICRP, UNSCEAR などの国際機関、医学者、科学
者は真実を語ったのか。 
 その結論は「放射線被害その痕跡は闇に葬られた. 避難者の被ばくは矮小化された」であ
る。以下､簡単に「科学」の名でなされた意図的な被ばくの隠蔽の事実を紹介する。 
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放医研報告の理解不可能な間違い 
236 ページ 

「原子力安全研究協会の「緊急時医療の知識」などによれば 1 平方センチメートル当た
り 40 ベクレルの汚染が体に付く場合、つまりＧＭサーベイメーターの計測値で 1 万
3000cpm(counts per minute 1 分当たりのカウント数)の場合、甲状腺等価線量で 100 ミリ
シーベルトになり得るということだった。しかし、『問題の文書』では『10 万 cpm の汚染
が付いている場合、被ばく線量は 0.17 ミリシーベルト』と導かれていた」。 

これは（100／0.17）ｘ（10 万/1.3 万）＝4500 倍の過小評価である。この「問題の文書」
とは「汚染クリアランスレベルとして 100,000cpm を設定した根拠（メモ）」という表題で、
その右下に「2011/03/17 放医研作成」とある A4 用紙 1 枚の文書である。放医研は日本の
放射線被ばくの医学研究の中心「放射線医学総合研究所」である（現在、量子科学技術研
究開発機構放射線医学研究所､所長は山下俊一氏）。この文書を根拠に 10 万 cpm 以下は安
全として避難者の甲状腺検査は行われなかったのである。ところが実は放医研作成のこの
文書がとんでもない、理解不可能な間違いなのである。 
 まず、前者の正しい、｢緊急時医療の知識｣などで示された結果を確認しよう。それは､
体に付いた汚染の程度から、どれだけ放射性ヨウ素が多く舞う中を通ってきたか､どれだ
け呼吸で体内に取り込んだか、甲状腺内部被曝がどの程度になりうるかをつかむ考え方だ
った。1 万 3000cpm の汚染が付いていれば、甲状腺等価線量が 100 ミリシーベルトになり
得るとされた。 
 一方、問題の文書は「測定値：100,000cpm(体内に取り込んだものとして計算)」に続い
て「サーベイメーター効率：20%」とあり、「100000cpm/0.2=500,000dpm =8333dps 
(=Bq)」と計算していた。その上で「全量を I-131 と仮定と記し、「8333(Bq)x2.0x10-5  

(mSv/Bq)=0.17mSv=170μSv」と導いていた。dpm は disintegration per minute で 1 分当
たりの壊変率。I-131 はヨウ素 131 のこと，計算式の中で登場する「2.0x10-5 」は｢法令に
ある実効線量当量係数｣｢吸入摂取の場合｣と書かれていた。 
 これは理解不可能な式である。この文書が放医研の名前で公式に発表されていることか
ら、当然所長、緊急被ばく医療研究センター被ばく診療部長明石真言氏等責任者の承認を
得たものと考えられる。あえて説明を理解すると｢小さい丸い窓の下にある汚染だけを吸
い込んだ｣という想定にすり替えた計算になっている。本書の記者の質問に「明石氏は文書
の中身について改めて非を認めた。（放射性ヨウ素を）吸っていると言うことを確かに考
慮していないです。評価しないで､これを決めたのは事実です」と答えている。（258 ペー
ジ） 
 しかし、259 ページの記述は次のようになっている。 
「1 平方センチメートル当たり 40 ベクレルの汚染が体に付いている場合、つまり GM サー
ベイメーターの計測値で 1 万 3000cpm の場合、甲状腺等価線量で 100 ミリシーベルトにな
りうる」という考え方は、10 年 1 月 26 日に開かれた原案委の被ばく医療分科会で確認され
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ていた。この会議で主査代理を務めたのが明石氏であった。また、県のマニュアルの作成
に携わった専門家が放射線医学総合研究所・緊急被ばく医療研究センター被ばく診療部長
明石真言氏であった。それ故､明石氏が正しい値を知らないはずはないのである。 

この間違いで 10 万 cpm 以下は安全とされたのである。しかし、正しくは 1.3 万 cpm で
甲状腺の被ばくが 100 ミリシーベルトに達する可能性がある。さらに本書 185 ページによ
ると、「現地本部は 3 月 12 日から基準値の検討を始めると､13 日午前までに｢1 平方センチ
メートル当たり 40 ベクレルまたは 6,000cpm｣という案をまとめた。現地本部に派遣された
専門家の測定器を使った場合、1 平方メートル当たり 40 ベクレルは 6,000cpm に相当する
ため、県の基準値とは違う値が出ていた」という。 

放医研の犯罪―デマを用いた避難者の被ばく問題の矮小化 

259 ページ 
「避難者向けのスクリーニングでは、たくさんの人が 1 万 3000cpm に達したという。

『甲状腺等価線量で 100 ミリシーベルトになり得る人がたくさん』、『NaI サーベイメー
ターを使った甲状腺被ばく測定を受けるはずの人がたくさん』という状況を意味してい
た｣。 

「放医研は 3 月 17 日から 19 日にかけ、避難者の被ばくの問題を矮小化する工作に手を
染めた。｢汚染クリアランスレベル 100,000cpm について｣を作成し、｢避難者のスクリーニ
ングで 10 万 cpm の汚染が付いていても 0.17 ミリシーベルトの被ばくにしかすぎない｣など
と各所に伝えた。原安委(原子力安全委員会)のほか、政府の現地本部も追認した。避難者
の被ばくは問題ない｣とされてしまった」 
261 ページ 
 「何度も繰り返すが､甲状腺被ばく測定を受けたのは一握りの人たちだけだった。大多数
の人たちは､自分がどれだけ被ばくしたのかよく分からない。今から測ることもできな
い。」「望まない被ばくを受けた」「がんになったのは被ばくのせい」と訴えようにも、測
定を受けておらず、｢被ばくした｣という証拠が残っていないため、聞き流される構図がで
きている。「医療的な支援や補償を求めたくても、泣き寝入りを強いられる状況が生じて
いる。 
 政府には、被ばくから住民を守る責務があった。避難指示の遅れなどで被ばくさせてし
まった場合には厳しい追及にさらされる可能性が高かった。「被ばくさせた」という証拠
が残っていない今、政府は追及から逃れている。」放医研と明石真言氏などその研究者の
責任は重大である。時を同じくして、矢ヶ﨑克馬氏は「放射線被ばくの隠蔽と科学」(緑風
出版、2021 年 5 月)を著し、国際原子力ロビーのエセ科学を厳しく批判している。 


